
資料№４－１
３つの取組の類似点と相違点 佐渡ジオパーク推進協議会

項　　　　　目 世界文化遺産 世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ） 世界（日本）ジオパーク

【理　　念】
遺跡や建造物など人類が共有すべき「顕著な普
遍的価値」があるものの保護

次世代に受け継がれるべき重要な伝統的農業や
生物多様性、伝統知識、農村文化、農業景観な
どを全体として認定し、その保全と持続的活用
を図る（持続可能性を高める）

地球科学的に見て重要な活動遺産の保全・教
育・ツーリズムを通して持続可能な社会の構築
に寄与する

　　類似点・相違点
保護・（活用） 保全・活用

持続的活用を図る（持続可能性を高める）
保全・活用
持続可能性を高める

【対　　象】
顕著な普遍的価値をもつ遺跡や建造物
（記念工作物・建造物群・遺跡）

次世代に受け継がれるべき重要な伝統的農業、
生物多様性、農村文化、農業景観

地質学的重要性を有するサイトや景観が、保
護・教育・持続可能な開発が一体となった概念
によって管理された、単一の、統合された地理
的領域

【根拠条約等】
世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する
条約

条約に基づかないＦＡＯの事業 条約に基づかないユネスコの事業

【認定機関】 ユネスコ（国連教育科学文化機関） ＦＡＯ（国連食糧農業機関）
ＧＧＮ（世界ジオパークネットワーク）
※ユネスコ正式事業化

　　類似点・相違点
国連事業
ユネスコ事業

国連事業 国連事業
ユネスコ事業

【推薦機関（国内）】 文化庁 農林水産庁 ＪＧＣ（日本ジオパーク委員会）

　　類似点・相違点 国の省庁 国の省庁 ＮＰＯ法人

【目的（佐渡市）】
世界的価値の構成資産の保護、維持、公開、
（活用）

高付加価値販売による収益性の高い営農体制の
構築
農業の持続可能性を高める

郷土愛の醸成
持続可能な地域社会の構築

　　類似点・相違点 持続可能 持続可能

【佐渡市の施策上の位置づけ】

　⑴将来ビジョン 観光地域づくりの推進 観光地域づくりの推進 観光地域づくりの推進

　　類似点
・佐渡版ＤＭＯを中心とした滞在交流型
　観光の推進

・佐渡版ＤＭＯを中心とした滞在交流型観光の
　推進

・佐渡版ＤＭＯを中心とした滞在交流型観
　光の推進

　⑵まち・ひと・しごと創生

　　総合戦略

　　類似点・相違点
世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてな
しの心で観光、交流を促進する

世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてな
しの心で観光、交流を促進する

世界的３資産を中心とした島の魅力とおもてな
しの心で観光、交流を促進する

・島の魅力の発信
・観光客の受入環境の整備とおもてなしの醸成

・島の魅力の発信
・観光客の受入環境の整備とおもてなしの醸成

・島の魅力の発信
・観光客の受入環境の整備とおもてなしの醸成

島の資源を活かし、元気な産業と安定した雇用
を創出する

・高品質な佐渡米の生産推進による農業経営の
　安定化


